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試薬一覧


ニトロベンゼン61.5 g


スズ120 g


濃塩酸270cc


水酸化ナトリウム150 g


食塩36 g





過程 2 : ニトロベンゼンからアニリンへ





［化学反応式］








［手順］


ニトロベンゼン (61.5 g) に濃塩酸 (270cc) を少しずつ加える。（激しく発熱する可能性があるため）【図１】


1時間湯浴する。


水 (100cc) と水酸化ナトリウム水溶液 (350 g)（質量パーセント濃度42.8%）を加える。


水蒸気蒸留により 100°C 近くの低温でアニリンを蒸留する【図２】























アニリンと水 (180ml) に食塩 (36 g) を加える。（アニリンは食塩水にはより溶けにくいため、水とアニリンを分離できる。）


ジエチルエーテルを加える【図３】


ジエチルエーテルを沸騰させるとアニリンを得られる。（ジエチルエーテルの沸点が 34°Cと低いので容易に蒸発させることができる。）


［結果］


アニリン2.77 g（収率 ベンゼンから8.94%、得られたニトロベンゼンから 15.7%）


(水蒸気蒸留や塩析、エーテル抽出等、精製過程が多いので収率が低くなったと思われる。)





+ 3 Sn + 12 HCl →





NO2





2





2





NH2





+ 3 SnCl4 + 4H2O





図2





水とアニリンの混合物
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水と�アニリン�の混合物
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アニリンとジエチルエーテルの混合物








